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畠山重忠
を知る

花を愛し、人を愛し、地域を愛するまちづくり !!
ガーデンシティふかや推進室［ふかや緑の王国・深谷市櫛引24‐2（花植木流通センター隣）］う551‐5551

GARDENCITYNEWS
自然と人間が共生できるまちづくり

ボランティア団体を紹介します

ねぎの会ねぎの会深谷手話サークル
　当会は昭和51年に創立し、今年で46周年を迎えます。この間、深
谷市聴覚障害福祉協会と共に聴覚障害者の福祉向上を目指してさ
まざまな活動をしてきました。平成10年度に開始した『深谷市手話
通訳派遣事業』は、聴覚障害者のコミュニケーション保障と情報保
障を図り、医療・教育・就労などの場面で聴覚障害者の主体性を守っ
ています。
　そして昨年度に施行された『深谷市手話言語条例』と『深谷市障害
者の特性に応じたコミュニケーション手段の確保の促進に関する条
例』により、市民の皆さんに聴覚障害や手話を正しく理解していただ
き、どこでも誰でも手話で会話ができる深谷市を目指しています。
　現在は例会での手話学習のほか、保育園や小・中・高校でも手話教
室を実施しており、今後は市や関係団体と協力して市民向け手話教
室を開催していきたいと考えています。
　手話に興味があるかた、手話を覚えたいかた、手話通訳者を目指し
ているかたなど、いつでも見学に来てください。初心者大歓迎です！
【例会】　とき：昼の部 毎週月曜日午前10時～、夜の部 毎週火曜日午
後7時～　ところ：深谷市ボランティア交流センター

▲クリスマス会では、『赤鼻のトナカイ』を
手話を使って歌いました

▲福祉健康まつりで行っているミニ手話教室
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